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熱さ識

鐵 鋒議謹高萩市市民

1 自然をたいせつにし、美しいまちをつくりましょう

1 きまりを守り、明るいまちをつくりましょう

I
1 礼儀を正しくし､うる詞,”る誌をﾌ<りましよう

、元気で働き、豊かなまちをつくりましょう

思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう
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第12回市民表彰・ほう賞昭
和
五
十
七
年
度

■■

著な功

昭
和
三
十
二
年
か
ら
高
萩
老
人
ク
ラ

ブ
の
書
記
と
し
て
、
単
位
老
人
ク
ラ
ブ

の
設
立
に
尽
力
。
昭
和
三
十
九
年
に
高

萩
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
発
足
す
る

や
、
副
会
長
に
推
さ
れ
、
今
日
に
至
る

ま
で
熱
意
を
も
っ
て
、
老
人
ク
ラ
ブ
活

動
の
活
発
化
と
老
人
福
祉
の
川
上
の
た

T－

老
人
福
祉
の
向
上

一
Ｉ

第
十
二
回
の
市
民
表
彰
式
が
、
十
一
月
十
一
日
午
前
十
時
か

ら
、
市
役
所
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
人
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
今
年

は
、
市
民
表
彰
七
人
、
市
民
ほ
う
賞
二
人
と
一
団
体
に
そ
れ
ぞ

れ
賞
状
と
記
念
品
を
贈
り
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
ま
し
た
。

個
人
九
人
ど
一
団
体
を
表

ー

威一さん

3歳）

明町

鈴木

８く
有
土
地
改
良
区
理
事
長

松
岡
町
議
会
議
員
、
高
萩
市
議
会
議

員
と
し
て
、
永
き
に
わ
た
り
地
方
自
治

の
伸
張
発
展
と
市
勢
の
向
上
に
貢
献
さ

れ
た
。ま
た
、
多
賀
地
区
農
業
改
良
委
員
、

食
糧
調
整
委
員
、
常
設
委
員
、
高
戸
老

人
会
会
長
な
ど
幅
広
い
活
躍
を
さ
れ
て
、

地
域
の
振
興
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
。

特
に
、
昭
和
三
十
二
年
か
ら
高
萩
・

玉
川
土
地
改
良
区
理
事
長
と
し
て
、
土

め
に
尽
力
さ
れ
て
い
る

黒澤留五郎さん

（79歳）

高 戸

地
改
良
事
業
の
進
展
に
努
め
ら
れ
て
い

う
（
》
。

市
街
地
か
ら
配
臘
と
い
う
市
内
最
奥

の
柳
沢
地
区
に
あ
っ
て
農
林
業
の
経
営

に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
愛
林
組
合
長
、
高
萩
市
森
林

組
合
の
総
代
、
県
有
林
の
管
理
人
と
し

て
、
本
市
の
林
業
行
政
の
振
興
に
尽
力

き
れ
て
い
る
。
こ
と
に
、
明
治
末
期
に

杣
樹
さ
れ
た
下
君
Ⅲ
地
内
の
杉
林
を
保

存
し
、
後
世
に
残
す
こ
と
を
提
唱
、
そ

の
推
進
役
と
な
っ
て
「
愛
林
記
念
の
森
」

と
し
て
実
現
さ
せ
た
功
績
は
大
き
い
。

林
業
行
政
の
振
興

商
工
業
の
発
展
民
生
・
児
童
委
員

昭
和
三
十
六
年
か
ら
高
萩
市
商
工
会
昭
和
三
十
七
年
民
生
‐
児
童
委
員
に

へ
》

壽さん鈴木伊藤克己さん

（78歳）

下君田

（77歳）

春日 町

監
事
、
昭
和
四
十
八
年
か
ら
副
会
長
と

し
て
、
永
き
に
わ
た
り
商
工
会
組
織
の

基
盤
の
確
立
と
本
市
商
工
業
の
振
興
発

展
に
尽
力
さ
れ
た
。

こ
と
に
、
昭
和
四
十
八
年
の
大
型
店

の
進
出
問
題
に
あ
た
っ
て
は
、
会
長
を

よ
く
補
佐
し
、
諸
問
題
の
解
決
に
積
極

的
に
取
り
組
ま
れ
、
適
確
に
対
処
さ
れ

て
全
国
的
に
も
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
言
わ

れ
る
ほ
ど
の
高
い
評
価
を
受
け
る
成
果

を
あ
げ
た
功
績
は
顕
著
で
あ
る
。

高
萩
市
母
子
福
祉
会
の
副
会
長
と
し

て
、
会
員
相
互
の
福
祉
の
増
進
と
母
子

家
庭
の
自
立
更
生
の
た
め
、
献
身
的
に

努
力
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
生
花
教
授
と
し
て
、
現
在
ま

で
に
約
八
○
○
人
の
生
徒
を
送
り
出
し

て
い
る
。
市
の
各
種
の
華
道
講
座
の
講

師
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
て
い
る
。

母
子
福
祉
会
副
会
長
早川 ハギさん輝さん大内

（75歳）（75歳）

本 町 本 町

(2)



委
嘱
さ
れ
て
以
来
、
常
に
社
会
奉
仕
の
精

神
を
も
っ
て
地
域
の
良
き
相
談
者
と
な

り
、
関
係
機
関
と
よ
く
連
絡
を
取
り
つ

つ
、
地
域
の
社
会
福
祉
の
向
上
の
た
め
、

献
身
的
な
活
動
を
続
け
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
昭
和
四
十
三
年
以
来
、
心
配

ご
と
相
談
貝
と
し
て
の
適
切
な
助
言
と

指
導
は
市
民
の
感
謝
の
的
と
な
っ
て
い

剣
道
の
普
及

昭
和
三
十
七
年
以
来
、
高
萩
市
体
育
川Ⅱ

剛
会
剣
道
部
長
と
し
て
会
の
発
展
と
市
川Ⅱ

三

三

三

一

三

三

三

一

一
三

一

三

三

三

三

三
一
一
三

一
三
一
三

三

三

一
三
一

三

一
一
一
三
四

了
＃
＃
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別
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＃
＃
Ｎ
ｉ
皇

葬
斡
棒
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》
一人》

一
熱
一
一
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鼻

》
｜
叙一
で
一

の

章

一

脈
内
》
市

一

一

》

》
完
》
》

篇

；
１ 長久保正次さん

（69歳）
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民
の
健
康
増
進
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

特
に
、
剣
道
を
通
じ
て
青
少
年
の
心

身
の
鍛
練
と
健
全
育
成
に
力
を
注
が
れ
、

若
葉
剣
士
会
、
松
岡
剣
士
会
の
結
成
に

尽
力
さ
れ
、
そ
の
指
導
者
と
し
て
活
躍

さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
昭
和
五
十
五
年
か
ら
は
高
萩

市
内
剣
道
錬
成
大
会
を
開
催
し
、
剣
道

的
普
及
と
振
興
に
努
め
ら
れ
て
い
る
。

越
し
た
情
熱
を
持

昭
和
二
十
六
年
四
月
、
高
萩
町
議
会
議
員
に
当
選
、

以
来
十
六
年
余
の
永
き
に
わ
走
り
、
豊
富
な
経
験
と
卓

越
し
た
情
熱
を
持
ち
、
頁
の
住
民
の
代
表
と
し
て
、
議

会
活
動
に
積
極
的
に
活
膣
さ
れ
だ
。
こ
の
間
、
町
村
合

併
、
市
庁
舎
建
設
、
第
一
幼
稚
園
建
設
な
ど
に
自
力
さ

れ
、
そ
の
功
績
は
大
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
二
十

年
、
高
萩
協
同
病
院
が
開
設
さ
れ
る
に

あ
た
り
、
事
務
長
と
し
て
迎
え
ら
れ
、
持
ち
前
の
情
熱

と
壹
任
感
を
も
っ
て
日
夜
運
営
に
努
力
さ
れ
た
。

ま
た
、
昭
和
三
十
四
年
三
月
に
高
萩
農
業
協
同
組
合

長
に
就
任
さ
れ
、
農
業
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
。

勲
五
等
瑞
宝
章

地
方
自
治
の
伸
展
と
市
政
の

向
上
発
展
の
た
め
尽
力

I

／
）

鈴木道雄さん

｢施距i堂
｜

交
通
事
故
防
止
に
貢

〆
前
二
父
通
指
導
隊
員

献
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
五
十
一
年
高
萩
市
民
間
交
通
指
ま
た
、
民
生
・
児
童
委
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(84歳）

州
昭
和
二
年
七
月
一
日
農
林
統
計
調
査
員
と
し
て
任
命
さ

』
伽
れ
、
以
後
昭
和
五
十
五
年
二
月
の
農
林
業
セ
ン
サ
ス
調
吉

良
帆
に
至
る
ま
で
、
約
半
世
紀
に
わ
た
る
間
、
調
苣
員
と
し
て
活

安
踵
し
、
統
計
の
普
及
、
理
解
、
発
展
の
た
め
尽
力
さ
れ

Ⅷ
た
。

州
そ
の
仕
聿
ぶ
り
に
お
い
て
は
、
指
示
さ
れ
た
事
項
を
良

州
く
理
解
さ
れ
、
正
確
か
つ
提
出
日
を
き
ち
ん
と
守
っ
て
出

呈

さ

哩

仁

調

苣

壺
示
は
、
完
全
に
趣
一
種
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま

い
恥
す
。

洲
当
市
調
吉
員
あ
る
い
は
地
域
の
人
々
に
非
常
に
信
望
が

、
岬
あ
り
、
そ
の
リ

ダ

と
し
て
統
計
業
務
の
発
展
に
努
め

二
コ
↑
恥

一
一Ｃ
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勲
六
等
瑞
宝
章

撫
蕊

統
計
業
務
の

蕊

蕊
：
鍵

）

ん
導
隊
の
発
足
当
初
か

さ
一
Ｊ
、
〕
田
ら
た
だ
一
人
の
女
性
隊

野
嶬
明

員
と
し
て
、
街
頭
立

た
５

哨
や
交
通
安
全
運
動

藤
Ｉ
有
推
進
の
た
め
日
夜
を

佐

問
わ
ず
活
躍
さ
れ
、

発
展
に
慣
幟
酔
読
書
の
普
及
活
動

鷺
蝿
弗
鶚
胡
韓
球
齢
謡

鈴木政雄さん

（82歳）

赤 浜
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貝
・
青
少
年
相
談
員
と
し
て
旺
盛
な
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
も
っ
て
、
地
域
の

社
会
福
祉
の
向
上
と
青
少
年
の
健
全
育

成
に
献
身
的
な
活
動
を
続
け
ら
れ
て
い

つ
（
》
□

自
宅
の
一
室
を
開
放
し
、
子
ど
も
文

庫
（
山
び
こ
文
庫
）
を
設
置
し
、
地
域

の
子
ど
も
た
ち
に
読
書
の
普
及
活
動
を

献
身
的
に
展
開
し
、
子
ど
も
た
ち
の
健

全
な
育
成
に
寄
与
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
山
び
こ
読
書
会
を
結
成
す
る

な
ど
婦
人
層
に
対
し
て
も
読
書
活
動
の

輪
を
広
め
ら
れ
て
い
る
．

昭
和
三
十
七
年
以
来
、
料
理
講
習
会

等
を
実
施
し
、
減
塩
食
、
貧
血
予
防
食
、

乳
製
品
の
普
及
な
ど
広
く
市
民
の
食
生

活
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
や
改
善
に
努

め
て
い
る
。

さ
ら
に
、
昭
和
五
十
五
年
か
ら
は
、

従
来
の
活
動
に
加
え
て
、
循
環
器
二
次

検
診
に
参
画
し
た
り
、
消
費
生
活
展
に

参
加
す
る
な
ど
市
民
の
健
康
づ
く
り
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

’
高
萩
市
食
生
活

改
善
推
進
連
絡
会

平野罐子さん

(36歳）

’ 秋 山

(3)



▽
納
税
貯
蓄
組
合
功
労
者
（
個
人
）

▽
納
税
貯
蓄
組
合
（
団
体
）

ご
ぐ
ろ
う
さ
ん

石
安
太
郎
（
旭
町
）
、
油
井
金
（
栄
町
）
、
坂
本
三
三
（
銀
座

街
）
、
鈴
木
百
合
子
（
主
婦
）
、
柴
田
正
巳
（
三
夜
講
）
、
棚

谷
寛
（
山
手
）
、
沼
田
才
助
（
北
方
宿
）
、
柴
田
宗
次
（
高
浜

三
の
二
）
、
大
森
き
ぐ
（
石
河
原
一
東
町
）
、
今
川
重
道
（
石
畑
）

（
）
内
は
納
税
貯
蓄
組
合
名

本
町
三
中
高
萩
上
台
高
萩
中
上
台
北
方
下

秋
山
中
三
秋
山
下
西
一
秋
山
下
四
北
町
第
四

本
町
四
肥
前
町
第
二
仲
六
下
和
野
豊
栄
第

二
安
良
川
団
地

十
一
月
五
日
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で
納
税
に
御
協
力
を
い
だ
だ
い
て

い
る
団
体
十
五
と
、
功
労
者
十
人
に
対
し
て
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

国
民
の
義
務
で
あ
る
税
金
を
滞
納
し
な
い
で
、
納
期
内
納
付
を
守

り
、
収
納
成
績
が
向
上
し
た
団
体
と
個
人
に
贈
り
、
日
ご
ろ
の
努
力

を
た
た
え
ま
し
た
。

八
月
末
日
現
在
で
、
納
税
組
合
総
数
は
百
九
十
九
、
世
帯
数
一
千

五
十
七
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
表
彰
さ
れ
た
団
体
、
功
労
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

／~、

’優
良
な
団
体
と
功
労
者
を
表
彰

（
一
）
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ゞ
に
や
っ
て
み
る
と
、
な
か
な
か
思
っ
た

帆
交
通
安
全
を
祈
っ
て
縮
謡
純
鞠
い
型
て
も
艫
れ
烏

校
内
弁
論
大
会
開
く
は
じ
め
に
長
さ
約
一
メ
‐
ト
ル
位
の
、

高
一

Ｉ
“
一
網
の
よ
う
な
緑
の
袋
と
、
白
い
軍
手
を
、

‐
高
萩
高
校
で
は
、
十
月
二
十
八
日
、
を
対
象
と
し
た
、
高
校
生
会
と
い
う
も
手
渡
さ
れ
、
作
業
は
、
そ
こ
か
ら
開

Ⅲ
父
通
安
全
へ
の
提
言
と
題
し
た
「
校
内
の
に
入
っ
て
い
ま
す
。
ひ
と
こ
と
で
言
姑
し
ま
し
た
。
ど
ん
ど
ん
歩
き
出
し
て
、

Ⅱ

山
父
通
安
全
弁
論
大
会
」
を
開
き
ま
し
た
。
っ
て
し
ま
え
ば
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
よ
ゴ
ミ
と
空
缶
と
を
、
分
け
な
が
ら
、
大

Ⅱ

Ⅲ
生
徒
会
が
中
心
と
な
っ
て
校
内
か
ら
う
な
も
の
で
す
が
・
・
・
…
。
き
な
網
の
袋
に
、
入
れ
て
ゆ
き
ま
す
。

Ⅱ

川
論
文
を
募
集
し
、
三
百
八
十
一
点
の
応
去
年
の
六
月
に
、
国
道
六
号
線
浴
い
草
の
中
に
う
づ
く
ま
っ
て
い
る
空
缶
、

川
募
の
中
か
ら
、
す
ぐ
れ
た
作
品
七
点
が
の
空
缶
と
ゴ
ミ
拾
い
を
し
た
時
の
こ
と
道
路
に
転
が
っ
て
い
て
ペ
シ
ャ
ン
コ
に

川
大
会
で
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
を
、
お
話
し
し
ま
す
。
な
っ
た
も
の
と
か
、
お
菓
子
の
包
み
紙
、

Ⅱ

川
そ
の
一
点
を
紹
介
し
ま
す
。
朝
六
時
、
駅
に
集
合
を
し
て
、
パ
ル
紙
く
ず
、
と
に
か
く
、
一
時
間
も
た
た

Ⅲ
〃
空
缶
の
ポ
イ
ス
テ
を
無
く
す
に
は
″
プ
の
近
く
、
花
言
〈
川
あ
た
り
周
辺
の
、
な
い
う
ち
に
、
そ
の
一
メ
ー
ト
ル
位
の

空
缶
や
ゴ
ミ
拾
い
を
す
る
と
い
う
話
で
、
大
き
な
袋
は
、
い
つ
ぱ
い
に
な
り
、
引

一
一
年
五
組
綿
引
美
奈
子
最
初
は
別
に
、
た
い
し
た
こ
と
の
な
い
き
ず
っ
て
歩
く
の
も
私
に
は
、
大
仕
事

ⅡⅡ

川
私
は
高
萩
市
に
住
ん
で
い
る
高
校
生
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
実
際
に
な
り
ま
し
た
。

死亡事故11件のうち5件

高萩警察署管内で発生した死亡事故は、 1月から

10月までにl1件て､す。去年1年間では10件で、 11月

と12月を入れなくとも、すでに1件オーバーしてい

キす
王′O

特に、死亡事故の類剛をみると、 11件のうち5件

が二輪車に関係したもので、バイクは危険で､あるこ

とがわか'）ます°

これから年末年始にかけて､慌ただしくなります。

交通事故には気をつけましょう。

必
ず
着
け
よ
う
〃
シ
ｉ
ト
ベ
ル
ト
〃
｜
と
〃
ヘ
ル
メ
ッ
ト
″

空

毎

急

電

、

（

）

11件の死亡事故の類型

(57年1月～10月）

1 件

2 件

2 件

1 件

3 件

2 件

車 と 車

車 と 人

車と二輪

車単独

二輪単独

車と自転車

、
ｌ
ｌ
ｊ
Ｊ
、
１
１
，
Ｊ
§
１
１
Ｊ
〃
、
、
Ⅱ
１
，
Ｊ
も
Ｉ
ｌ
Ｊ
Ｊ
０
１
１
Ｊ

１
２
３
４
５
６

１
ｉ
ｌ
ｉ
ｉ

(高萩警察署管内）

(4)



＃
懲
鷺

常
磐
自
動
車
道
建
設
に
つ
い

て
は
、
去
年
九
月
一
日
に
日
本

道
路
公
団
よ
り
設
計
図
面
が
提

示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
県
、

市
、
地
権
者
会
と
設
計
協
議
を

行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
合
意
に
達
し

た
の
で
、
十
月
二
十
六
日
に
市

内
全
延
長
約
舩
膀
の
う
ち
約
州

艤
（
秋
山
字
不
動
滝
か
ら
上
手

綱
字
上
原
）
に
つ
い
て
調
印
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
そ
の
設
計
内
容
に
基

づ
い
て
、
幅
杭
の
打
設
、
一
筆

調
査
測
量
『
用
地
買
収
、
工
事

着
工
と
進
め
ら
れ
ま
す
。

驚蕊
對
蕊

大
高
省
三

１
０
，
７
４
１
票

鈴
木
藤
太

９
，
５
２
５
票

霊
渤
９
３
票
）

工
事
着
工
へ
と

一

繩
篭

I
二

二

二

二

二

一

二

二

二

二

二

二

二

二

二

二

二

二

二

三

二

二

三

二

一

三

二

二

二

二

二

二

二

二

二

二

二

二

一

三

二

二

一

二

二

二

二

一

召

一

二

一

二

二

二

二

一

二

一

二

二

二

輔鮒

市
長
の
任
期
満
了
に
伴
う
高
萩
市
長

選
挙
は
、
刑
月
記
日
午
前
７
時
か
ら
市

内
”
か
所
の
投
票
所
で
い
っ
せ
い
に
行

わ
れ
、
午
後
６
時
（
山
手
地
区
は
午
後

４
時
）
ま
で
に
、
２
０
，
３
５
９
人
が

投
票
し
ま
し
た
。

《
）

覚
書
を
調
印

茜
一
不

－ 4、

川
ふ
と
気
が
つ
く
と
、
老
人
会
の
人
達

川
や
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
人
々
な
ど
、

川
た
く
さ
ん
の
人
が
、
私
達
の
あ
と
に
続

川
い
て
拾
っ
て
き
ま
す
。
私
が
こ
ん
な
に

Ⅲ
拾
っ
た
の
に
、
あ
と
か
ら
あ
と
か
ら
と

Ⅲ
め
ど
な
く
拾
わ
れ
て
ゆ
く
ゴ
ミ
、
空
缶
。

Ⅲ
こ
れ
ら
の
ゴ
ミ
や
窯
伍
は
、
全
部
で
、

Ⅲ
ト
ラ
ッ
ク
ニ
台
分
に
も
な
っ
た
そ
う
で

Ⅲ
す
。

川
国
道
だ
か
ら
、
車
の
通
り
も
、
時
間

川
と
共
に
、
だ
ん
だ
ん
増
加
し
て
い
き
ま

川
す
。
い
ま
、
私
の
目
の
前
を
通
っ
て
ゆ

川
く
車
の
運
転
手
さ
ん
と
か
、
そ
の
横
に

Ⅲ
す
わ
っ
て
い
る
人
も
、
ひ
ょ
っ
と
し
た

川
ら
こ
こ
に
ゴ
ミ
を
ポ
イ
ッ
と
、
捨
て

式
Ｉ
た
こ
と
か
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
｝
一
う

印
川
調
川
考
え
た
ら
、
「
も
う
こ
れ
か
ら
は
、
車

、
ノ
Ⅱ

印
州
の
中
か
ら
、
ゴ
ミ
を
捨
て
る
な
ん
て
、

酩
川
し
な
い
で
欲
し
い
」
と
、
い
い
た
く
な

ロ
ロ
川

０
Ⅲ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
を
考
え
た
ら

川
自
分
も
し
て
は
い
け
な
い
、
と
強
く
思

は
師

こ
れ
は
、
当
日
の
有
権
者
２
３
，
１

９
１
人
に
対
し
８
７
，
７
９
％
に
当
た

り
ま
す
。
前
々
回
（
昭
和
帽
年
）
の
市

長
選
挙
に
比
べ
て
、
２
．
６
２
％
上
回

り
、
今
回
の
選
挙
に
対
す
る
有
権
者
の

関
心
が
高
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま

可

型

Ｆ

Ｌ

79

己己、す
。
開
票
は
、
当
日
７
時
訓

分
か
ら
市
民
体
育
館
で
行

わ
れ
、
選
挙
の
結
果
（
午
後

９
時
旧
分
確
定
）
大
高
省

三
氏
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

い
ま
し
た
。

も
し
私
達
が
、
ゴ
ミ
や
空
缶
を
、
拾

っ
て
い
る
姿
を
見
て
、
一
人
で
も
、
少

し
で
も
多
く
の
人
が
、
何
の
気
な
し
に
』

車
中
か
ら
ポ
イ
ッ
と
捨
て
て
き
た
こ
と

に
気
づ
い
て
く
れ
た
ら
。

車
の
中
か
ら
ゴ
ミ
を
捨
て
る
と
、
ひ
し
ぐ
、
気
持
ち
の
良
い
こ
と
で
す
。

と
こ
と
に
言
い
ま
す
が
、
そ
こ
に
は
、
や
は
り
、
〃
一
人
一
人
の
心
が
け
〃

危
険
性
が
伴
い
ま
す
。
が
一
番
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、
外
を
歩
い
て
い
る
人
に
、
道
路
は
、
み
ん
な
の
も
の
で
あ
り
、

ふ
と
投
げ
捨
て
た
ゴ
ミ
が
、
あ
た
っ
て
自
分
は
、
そ
の
道
路
を
利
用
す
る
一
人

し
ま
っ
た
ら
、
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
の
人
間
で
あ
る
と
い
う
自
覚
を
、
忘
れ

か
。
知
ら
ぬ
ふ
り
を
し
て
、
通
り
過
ぎ
な
い
で
欲
し
い
で
す
。

る
の
で
す
か
。
そ
れ
は
、
ひ
ど
い
で
す
（
終
）

ー

年末・年始の

交通事故防止県民運動 よ
・
あ
て
ら
れ
た
方
は
、
不
愉
快
な
思

い
を
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
た
と
え
、

そ
れ
が
小
さ
な
紙
く
ず
で
あ
っ
て
も
、

そ
う
で
し
ょ
う
。
そ
れ
が
、
壊
れ
や
す

い
ピ
ン
や
、
空
缶
だ
っ
た
ら
…
．
：
・
・
・

あ
な
た
は
、
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
？
。
な
ん
て
怖
い
ん
で
し
ょ
う
。

顔
に
あ
た
り
で
も
し
た
ら
、
そ
の
時
に

は
「
す
み
ま
せ
ん
」
の
ひ
と
こ
と
で
は
、

許
さ
れ
ま
せ
ん
。

道
を
歩
く
人
に
と
っ
て
、
道
路
を
車

で
使
用
す
る
人
に
と
っ
て
も
、
ゴ
ミ
ひ

と
つ
な
い
と
い
う
こ
と
は
『
す
か
す
が

12月10日から1月10日まて

運動の重点

o飢酒運転遭閥三ない運動の徹底

o原付・自動二輪車事故の防止

(5)

ザ
』
評
記
プ
乱
』
‐
『
Ｆ
寸
召
ｒ
『
亘
も
．
ｑ
ご
詐
詐

常
磐
自
動
圭
一

道


